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生
育
概
ね
順
調
　
た
だ
し
ほ
場
間
差
大
き
い

稲
体
に
あ
わ
せ
た
管
理
で
夏
を
乗
り
切
る

　

秋
田
県
病
害
虫
防
除
所
よ
り
、6

月
30
日
に
発
表
さ
れ
た
令
和
8
年
度

農
作
物
病
害
虫
発
生
予
察
情
報
第
3

号
に
よ
る
と
、斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

（
第
二
世
代
）の
発
生
量
は
や
や
多
い

と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
々
の
カ
メ
ム
シ
の
発
生
量
や
、

ほ
場
内
外
の
雑
草
が
多
い
と
、出
穂

後
に
吸
汁
被
害
を
発
生
さ
せ
る
カ
メ

ム
シ
が
多
く
な
り
ま
す
。斑
点
米
が

多
す
ぎ
る
と
高
性
能
な
色
彩
選
別
機

で
も
1
回
で
取
り
除
き
き
れ
ず
、数

回
実
施
す
る
こ
と
で
肌
ズ
レ
等
の
品

質
低
下
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

耕
種
的
防
除（
畦
畔
草
刈
り
等
）と

薬
剤
防
除
を
組
み
合
わ
せ
て
①
カ
メ

ム
シ
発
生
密
度
を
減
ら
す
、②
適
期

に
薬
剤
防
除
、③
場
合
に
よ
っ
て
追

加
防
除
で
斑
点
米
減
少
、歩
留
ま
り

ア
ッ
プ
を
狙
い
ま
し
ょ
う
。ノ
ビ
エ

や
ホ
タ
ル
イ
等
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
雑

草
が
多
い
と
、斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

を
ほ
場
内
に
誘
引
す
る
原
因
と
な
り

ま
す
。雑
草
が
残
っ
て
い
る
ほ
場
は

後
期
除
草
剤
で
徹
底
除
草
を
し
て
く

だ
さ
い
。

①
出
穂
期
10
日
後
頃
に
薬
剤
防
除

（
１
回
目
）を
行
い
ま
す
。

②
薬
剤
防
除（
１
回
目
）後
、7
日
後

ま
で
に
畦
畔
や
農
道
の
草
刈
り
を

実
施
し
、カ
メ
ム
シ
の
増
殖
源
と

な
る
雑
草
を
除
去
し
ま
す
。

③
そ
の
後
、稲
の
収
穫
2
週
間
前
ま

で
草
刈
り
は
禁
止
で
す
。

④
薬
剤
防
除（
2
回
目
）を
実
施
す
る

場
合
は
、出
穂
期
24
日
後
頃
と
し

ま
す
。

⑤
法
面
や
休
耕
田
な
ど
で
薬
剤
防
除

を
し
な
い
雑
草
地
は
、稲
の
出
穂

15
〜
10
日
前
ま
で
に
草
刈
り
を
実

施
し
、そ
の
後
、収
穫
2
週
間
前
ま

で
は
草
刈
り
を
行
い
ま
せ
ん
。

※
通
常
の
防
除
は
出
穂
期
10
日
後
頃

の
１
回
散
布
を
基
本
と
し
ま
す

が
、今
後
の
発
生
予
察
情
報
に
留

意
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
追
加

防
除
を
検
討
し
ま
す
。

今
年
も
い
ま
す
！
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

生
育
概
況

生育診断と穂肥

あきたこまち定点調査結果（6/25）

　

6
月
25
日
現
在
、草

丈
は
 　

   

、茎
数
は

4
0
7
本
／
㎡
、葉
色

は　

    

、葉
数
は
 
葉

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
中
旬
以
降
、気

温
の
日
較
差
が
大
き
な

日
が
続
い
た
こ
と
で
分

げ
つ
の
発
生
は
促
進
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。ま
た
、田
植
え
が
遅

か
っ
た
地
点
で
は
茎
数

が
少
な
い
傾
向
と
な
っ

て
お
り
、茎
数
の
確
保

状
況
は
ほ
場
間
差
が
大

き
い
状
況
で
す
。

　

今
夏
も
気
温
が
高
い

と
予
報
さ
れ
て
い
ま

す
。生
育
ス
テ
ー
ジ
の

前
進
や
病
害
虫
・
雑
草

の
防
除
適
期
の
変
動
な

ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、適
期
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

薬
剤
耐
性
の
発
達
を
防
ぐ
た
め
、

１
回
目
と
２
回
目
の
防
除
は
違
う
薬

剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い（
薬
剤
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
）。

　

ま
た
、散
布
時
は
ド
リ
フ
ト（
飛
散
）

に
注
意
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　自身のほ場の稲がどのように
生長しているのか確認してくだ
さい。生育診断を基にして、倒伏
に警戒をしながら、高温登熟を乗
り切れる体力を持たせます。

雑草対策は斑点米対策
　雑草があるほ場にはカメムシ
が多く潜んでいます。徹底除草で
密度を減らし、薬剤防除で対策を
します。

高温対策
　天気予報を確認しながら、肥培
管理と水管理を。地域で協力して
用水を使いましょう。

安全作業の再確認
　慣れた場所でも気を緩めず、細
心の注意を払って作業をします。
熱中症にも注意をしてください。

今月の栽培技術留意点

仙北地域振興局農業振興普及課数値
あきたこまち10地点の平均

から
農業者の経営努力で避けられない収入減少も加入で一安心!

例
え
ば
…

収入保険

令和9年新規加入受付中

自然災害で減収 取引先の倒産
市場価格が下落 病気で収穫不能

※詳しくはNOSAI秋田県南支所農産課

TEL.0187-66-9112

本年値

平年比

前年比

草丈（cm）

34.6

96%

84%

茎数（本/ｍ2）

407

101%

109%

SPAD値

43.4

98%

96%

葉数（葉）

9.0葉

＋0.4葉  

＋0.3葉  

令和8年5～6月気象経過（大曲アメダス）

実況値　　　　平均値

実況値　　　　平均値

ミリ

降 水 量

日照時間

気 温

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

防
除
薬
剤

水
田
周
辺
の
草
刈
り
時
期

防
除
概
要

スタークル粉剤ＤＬ

スタークル液剤10

エクシード粉剤ＤＬ

エクシードフロアブル

キラップ粉剤ＤＬ

キラップフロアブル

3kg

1,000倍／60～150ℓ

3kg

2,000倍／60～150ℓ

3kg

2,000倍／150ℓ

出穂期10日後頃

追加防除
出穂期24日後頃

散布時期 薬剤名
適正使用基準

使用時期 使用回数

収穫
7日前まで 3回以内

収穫
14日前まで 2回以内

希釈倍率/散布量
（10a当たり）

　成虫で4.6～6mm。背側中央部に紅色の条がある。ノビ
エ、ホタルイ等カヤツリグサ科雑草の穂に産卵する。イネ
にはほとんど産卵しない。飛翔性あり。

アカスジカスミカメ

Ｒ8農作物病害虫発生予察情報
第3号（7月予報）より抜粋

害虫名

斑点米
カメムシ類
（第2世代）

早い

早い

早い

やや多い

平年並

多い

アカスジ
カスミカメ

アカヒゲ
ホソミドリ
カスミカメ

発生
時期

発生量
（予報）

頃

9.0

.
4
43

.
6
cm

34

平均気温
平均気温平年値

最高気温
最高気温平年値

最低気温
最低気温平年値

度
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異
常
気
象
下
で
も
高
品
質
米
生
産
に

取
り
組
む
に
は
、自
身
の
稲
の
生
育
状

況
を
把
握
し
、ほ
場
に
合
っ
た
生
育
管

理
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。大
規
模

化
、省
力
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、で
き

る
限
り
稲
の
生
育
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ

た
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

穂
肥
の
時
期
で
す
。幼
穂
形
成
期
に

は
、生
育
・
栄
養
診
断
を
行
い
、診
断
結

果
と
天
気
予
報
に
応
じ
て
穂
肥
の
検
討

を
し
ま
す
。

　

い
も
ち
病
は
一
度
発
生
す
る
と
広
範
囲
に
感
染
し
、食
い

止
め
る
の
が
難
し
い
病
気
で
す
。オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
剤
、ル
ー
チ

ン
剤
の
い
も
ち
病
に
対
す
る
効
果
は
７
月
中
旬
ま
で
と
さ
れ

て
い
ま
す
。効
果
の
端
境
期
に
あ
た
る
今
月
は
、ま
ず
ほ
場
観

察
を
し
て
発
生
の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。周
辺
を
含

め
て
発
生
が
無
い
よ
う
な
ら
ば
、通
常
防
除
で
対
応
で
き
ま

す
が
、も
し
、葉
い
も
ち
が
多
発
し
て
い
る
ほ
場
が
近
隣
に
あ

る
場
合
は
、薬
剤
の
茎
葉
散
布
が
必
要
で
す
。

生
育
診
断
実
施
で
、

倒
伏
、高
温
登
熟
に
備
え
る

い
も
ち
病
対
策
は

早
期
発
見
・
早
期
防
除
が
鉄
則　

幼
穂
形
成
期
か
ら
は
水
を
必
要
と
す
る
時
期

で
す
の
で
、そ
れ
ま
で
に
中
干
し
は
終
え
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
後
、穂
ば
ら
み
期

（
走
り
穂
出
始
め
）ま
で
は
飽
水
管
理（
間
断
か

ん
水
）と
し
ま
す
。中
干
し
で
十
分
に
乾
か
せ
な

か
っ
た
ほ
場
で
は
、溝
切
り
跡
を
活
用
し
な
が

ら
、走
り
水
を
さ
せ
な
が
ら
7
月
い
っ
ぱ
い
か

け
て
徐
々
に
乾
か
す
よ
う
に
し
ま
す
。

幼
穂
形
成
期
〜
出
穂
期
の

　
　
　
　
　
　
　
　
水
管
理

いもち病防除薬剤
農薬名

ブラシン粉剤DL

ノンブラス粉剤DL

ブラシンフロアブル

ノンブラスフロアブル

コラトップ粒剤5

コラトップ豆つぶ

トライフロアブル

ビームゾル

ラブサイドフロアブル

ラブサイド粉剤DL

1,000倍

1,000倍

250
～375g

100
～150ℓ

60
～150ℓ

3～4kg

収穫7日前まで

出穂直前、穂揃期
収穫14日前まで
出穂直前、穂揃期
収穫7日前まで

穂揃期、傾穂期
収穫7日前まで

3～4kg

3～4kg

2回
以内

3回
以内

倍率

-

-

-

散布量（10a） 使用時期 使用回数

葉いもちに対しては
初発10日前～初発時
穂いもちに対しては
出穂30日前～5日前
まで

　

出
穂
前
後
は
水
を
多
く
必
要
と

す
る
時
期
で
す
。穂
ば
ら
み
期（
走

り
穂
出
始
め
）か
ら
は
水
深
5
〜

6  

程
度
の
湛
水
管
理
と
し
ま
す
。

高
温
が
続
く
場
合
は
、飽
水
管
理

と
す
る
か
定
期
的
な
水
交
換
が
必

要
と
な
り
ま
す
。そ
の
後
は
落
水

期
ま
で
は
飽
水
管
理
ま
た
は
間
断

か
ん
水
と
し
ま
す
。
最
高
気
温

32
℃
以
上
が
予
報
さ
れ
る
場
合

は
、飽
水
管
理
を
実
施
し
、気
化
熱

に
よ
っ
て
地
温
上
昇
を
抑
え
ま

す
。ま
た
、フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
り

乾
燥
し
た
風
が
吹
く
と
事
前
に
予

想
さ
れ
る
場
合
は
、
前
日
か
ら

し
っ
か
り
と
湛
水
し
て
く
だ
さ

い
。特
に
台
風
が
接
近
し
て
く
る

場
合
は
要
注
意
で
す
。

 

近
年
は
刈
り
取
り
適
期
が
前
進

傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、落
水
時

期
は
、ほ
場
条
件
、天
気
予
報（
気

温
、降
水
量
）を
加
味
し
て
の
判
断

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

出
穂
期
〜
登
熟
期

　
　
　
　
の
水
管
理

　

近
年
は
、高
温
が
続
い
て
お

り
紋
枯
病
の
発
生
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。発
生
を
抑
え

る
に
は
葉
色
を
濃
く
し
す
ぎ

な
い
、過
繁
茂
に
し
な
い
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。最
近
増
え

て
き
た
な
と
感
じ
た
ら
、下
記

の
薬
剤
を
使
用
す
る
か
、翌
年

紋
枯
病
対
応
の
箱
処
理
剤
使

用
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

近
年
増
加
中「
紋
枯
病
」

カ
ド
ミ
ウ
ム
対
策

　

令
和
７
年
か
ら「
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
」に
切
り
替
わ
り
ま
し
た

の
で
、対
象
地
域
で
も「
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
」な
ら
ば
出
穂
期
前
後

の
湛
水
管
理
は
不
要

で
す
。

　

ま
た
、「
あ
き
た
こ

ま
ち
Ｒ
」
以
外
の
品

種
で
は
、こ
れ
ま
で
ど

お
り
カ
ド
ミ
ウ
ム
を

吸
収
さ
せ
な
い
た
め
、

出
穂
前
後
各
3
週
間

は
常
時
湛
水
し
、田
面

が
空
気
に
触
れ
な
い

よ
う
に
管
理
を
し
て

く
だ
さ
い
。カ
ド
ミ
ウ

ム
は
土
壌
中
の
酸
素

が
少
な
い
状
態
に
な

る
と
土
壌
中
の
硫
黄

と
結
合
し
、水
に
溶
け

に
く
く
な
り
、稲
に
吸

収
さ
れ
に
く
く
な
り

ま
す
。

　

用
水
量
が
確
保
で
き
て
い
る

地
域
で
も
、高
温
や
少
雨
が
続
く

と
水
不
足
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

早
い
時
期
か
ら
輪
番
制
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

飽
水
管
理
は
、常
時
湛
水
管
理

と
比
べ
て
節
水
で
き
ま
す
し
、高

温
登
熟
対
策
と
し
て
も
有
効
で

す
。溝
切
り
跡
へ
の
通
水
も
高
温

と
節
水
の
二
刀
流
の
対
策
と
な
り

ま
す
。

地
域
で
協
力
し
て

　
　
　
　
水
管
理
を

cm

時期
項目

上限

理想

下限

上限

理想

下限

上限

理想

下限

草丈
（cm）

茎数
穂数
（本/㎡）

葉数

葉緑素
計値
(SPAD)

50

47

45

484

462

440

9.8

45

44

43

最高分げつ期

64

62

60

484

463

443

10.9

43

42

41

幼穂形成期

75

74

72

454

437

420

12.3

39

38

37

減数分裂期

あきたこまち

幼穂形成期における
栄養診断（県南）

幼穂形成期（出穂25日前）の草丈（cm）×茎数（本／m2）
と幼穂伸長期間の診断

幼穂形成期
の生育指数

幼穂伸長期間の気象予報別の追肥対応

低温・少照・多雨

幼形期…ムラ直し
減分期…窒素1.5kg

幼形期…なし
減分期…ムラ直し

幼形期…ムラ直し
減分期…窒素1.5kg

幼形期…ムラ直し
減分期…窒素1.5kg

幼形期・減分期
2回で合計3kg以内

幼形期・減分期
2回で合計3kg以内

幼形期・減分期
窒素2kgずつ2回

幼形期・減分期
窒素2kgずつ2回

なし なし なし

幼形期・減分期
窒素2kgずつ2回

高温・多照・少雨平年並

27,000未満

34,000以上

27,000以上

30,000未満

30,000以上

34,000未満

肥料名

施肥
時期

出穂前
15日

7～13kg
（チッソ換算
:1.05
～1.95kg）

備考 硫安系
15-5-15

塩安系
15-4-15

施肥量
（kg/10a）

穂肥555 穂肥V545

出穂期～登熟期の管理の目安 ※特別栽培等栽培基準が決められている場合は、それに従ってください。　※農薬散布時にドリフト（飛散）しないようにご注意ください。

モンカットフロアブル

出穂直前～穂揃期
1500倍　150ℓ/10a

モンガリット粒剤

出穂20～10日前
4kg/10a

紋枯病防除薬剤

湛水

1回目防除後7日後までに草刈り

エクシード剤またはキラップ剤


